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Wireless Mouse G 700 

□ジクールワイヤレス 7 ウス G 700 
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〇パツケージ内容 


マウス本体 
超ル型レシーバー 
巧電ケーブル 
レシーバー用延長ケーブル 
取扱説明書(本書） 

機能ガイド 
保証規定 
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〇レシーノ V ’一の接続/延長ケーブルの使用 

最適なワイヤレス接続をご利用いただくため、マウスに近い USB ポートにレシーバーを接続してください。 

マウスの反応が悪い場合、レシーバー用延長ケーブルをバソコンに接続して、レシーパ'-をマウスの近くに設置する 
ことちでさまず。 

& USBA ブを使用すると、十分なワイヤレス性能をご利巧いただけない場合があります。 

このような場合は、マウスに最も近いパソコンの USB ポートにレシーバーを直接接続してください。 



0マウスのカスタマイズ 

□ジクール SetPoint ™ ソフトウェアを使って、 

マウスのプ□ファイルや7ク□を f 乍成ずることができまず。 

最新のソフトウ I アは vwvw . logicool . co . j 日 / downloads からダウン□—ドできまず。 




0マウスの巧電 

マウスの電池残量ががなくなると、インジケーターがホく点減しますので、 

マウスを充電してください。 

マウスを巧電するには、巧電ケーブルを電力供給が可能な US 巨ボートに接続してくださし、。 
充電には4〜巳時間かかりまず。 

レシーバー用延長ケーブルは巧電には使用しないでください。 

付属の電池、ちしくはそれと同種類の電池 LU がは絶対に使用しないで < ださい。 
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製品の保証書 

パソコン本体のメーカー名とモデル名、他に使巧している周辺機器など 
Windows のバージ ヨン や、使用しているソフトウ王アのバージ ヨン 
障害内容 


株式会社□シクールカスタマーリレーシヨンセンター 
画] Te 1: 050-3786-2085 Fax:050-3737-2085 

※電話受付時間 月曜〜金曜 AM 日:0日〜 PM 7: 日日（祝祭曰を除く) 

※メールサポート http :// www . logicool . co . jp/contact 
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製品サポート 

□ジクールのホームページでは、ユーザー登録や製品の最新情報、製品のアップ 
デートファイル、最新のトラブルシューティングなどを提供していますので、ぜひ 
ご利用ください。 

http://vvvvw.log に 001 .co.jp/support/ 


カスタマー U レーシヨンセンター 

お買い上げの製品で何らかの不具合が発生したり、修理が必要な場合は、 
株式会社□ジクールのカスタマーリレーションセンターまで、電話、メール、 
ファックス等にてご連絡ください。 

その際、前ちって次のよラな情報を確認しておいていただきますと迅速に 
対応しやすくなりますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 


ご意見をお聞かせ下さい 


□ジクール製品についてのお客様へのアンケートにご協力ください。 
製品の要なる向上のため活用させて頂さます。 


www.logicool.co.jp/ithink 
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©2010 Loaitech , Loaicool . Ail rights reserved . 

株式会社□ジクールは 、 Logitech Group ①日本地域担当の日本法人です。 

記載されている会社る’製品ちは,各社の商標または登録商標です。 

Microsoft、Windows Vista 、 Windows 、 Windowsn 3 l ま、ボ国 M に rosoft Corporation および/またはその関連をなの商標です。 
* か観および仕様は予告なく変更することぴあ D ます。 




©マウス各部説明 


1. マウス解像度 + ( G 10) 

吕. マウス解像度- ( G 9) 

3. 電池残量確認 （ G 8) 

4. 高速スク□-ル機能搭載ホイール ( G 3、 G 12, G 13) 

5. スク□ールモード変換ボタン 
巨.プ□ファイルスイッチ ( G 11) 

7. ラピッドアクセスケーブルポート 
狂インジケーター揮池残量、辭像度、ブ□ファイル） 

9. レシーパー収納スぺース 

10. フィート 

11. 日 N /0 FF スイッチ 

12. カスタマイズ巧能な4つのサイドボタン ( G 4. G 己 . G 6， G 7) 


M/N:C-U0007 

Rating : 5 V 二，1 00 mA 
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MADE IN CHINA 


©トラブルシューテイング 

ポインタび全 < 動かない。 


-電源スイッチが ON になっていることを確認してください。 

-電池が正しく装着されているか確認してくださし、電池の残量が巧分か確認してください。 

-レシーパ'-を別の USB ポートに接続してみてください。 

-巧電ケーブルを使って電力供給び可能な US 巨ポートにマウスを直接接続し、マウスが機能するか確認してください。 
. パソコンを再超動してください。 

- Logicool 接続ユーティリティをダウン□-ドしてマウスとレシーパーのペア U ングを再度行ってください。 
www . loaicool . co . jp/downloads 

ポインタの反応び鈍い、またはボタンをクリックしてを反応しない。 

-マウスとレシーバーの間に金属製の物体がある場合は、移動してください。 

-レシーバーが US 巨八ブに接続されている場合、正し<認識されない場合があります。 

レシーバーを从’ソコンの US 目ポートに直接接続してください。 

-付属のレシーバー用延長ケーブルを使って、レシーバーをマウスの近<に設置してください。 

-マウスを使巧している机等の表面によっては反応び悪くなる場合があります。 

マウスパッドを使用するか、別の素材の表面でお使いください。 


製品を安全にご使巧いただ<ために 

製品を安全にご使用いただくため、記号の意味および各内容をよくご理解ください。 


A を巧 

取口扱いを役った場合、巧用まが巧でまたは里症を貧5おそ打がましちった 
危戾性の》い内宮ををします。 

A 皇ち 

巧0泣いを誤った場合.馆用ちげ巧 t または重なを直3可能性が®る 
巧容ぞ示しまず。 

A ミち意 

取0のいぞおコた里含.巧用ちが»害を負った D 巧的損害を受ける 
おそれがちる巧客巧ホします， 


A をな 


【製品に異常が見5れた場ち】 

製品か S 煙が出ている、異臭がずる、発爵している等,醫品に異常び見られた場合は,直ち 
(ケーブルやレシーパーなど)ぞかし、□ジクールのカスタマーリレーシヨンセンターに連 S 
そのままの状態でご使用を病けられると感里、义巧、けがなどのま巧につなびる恐れがあ 
【义中へのお入や加新のお止】 

本製品の乂中への投入.ストーブやヒーターなど 

【里巧の取り巧いに巧するを意】 

間違ったタイフの電池を怯巧ずると巧裂し怪贸 
本製品にはマニュアルに指定さむているタイつ 
空おの分解、义中へのお入、54で liU : の离温 C 


中止し、パソコンか 5 本製品 


夕一などの熟源のそばで C 


が，®障の原因となります。 


コて < ださい。 

. る恐れび 
せ方祭例に 
リチウムイオンバッテリーの場を） 
—. 一ください。 


り異なりまず。 

提盛?類ぉの識る額 


地を混在して 
■ I 届かない 


致み込むことにより窒息のをおり巧るかさなパーツを含みます。おモ様がお手を轴れない 


での使用や保管はお巧に 

商畳三た~夕斗ブお重姐を柜■巧をると想をし怪哉をずるおそれがちりまず。 

本製品にはマニュアルに指定さむてし巧タイフの乾電巧を使用してくだごい。電おの装着方まは本取巧説明書にがってくださし 
空おの分解、义中へのお入、54で liU : の离温の場所や湿気のをい場所や水中への巧置,空源ケースへの誤った巧り付け. 

指お、ブレスレットや综など通電性のある物質への接軸を絶巧にしないでくださし、電おの巧漏れや披裂が淀生し、けがをずる想 
お D ます。使用巧みの空せ、®損した空池や焉のした空巧は、電がの監造元の巧巧説明書および電池の巧黃に関する巧方 
巧ってまやかに廃実してくだごい。電畑こ巧漏 n やをを、変おが見5打たとをは、電池の使用まには巧電（リチウムイオン■/ 

をしないで < ださい。電地の種類を混ぜないでください。アルカ I 」空ミ也及びマンガン空池を巧用の場合は巧覃しないで < た 
巧電式雲池の場合は長期固の放電や巧宙を避けてください。電池寿命は巧巧環境•状況により異 ■ 

空ミせを交換するとさは、使用巧みの空巧はすべて巧りかして < ださい。古い空池と巧しい覃ミを、ま 
巧うと巧焉れや破裂の原因になりまず。僚おを長時間使巧しない場合は、電汁’^ 

涼しいを属した室溫でな管して < ださい。 

屬離競誦び欧 み 

ようにごま意ください。 

A 警告 

【航空待巧•巧巧でのワイヤレス製品巧用について】 

航空な巧での無線お器の使用は、計器に悪霞暨を及ぼす巧旨旨せびあるため禁止されていまず。樓巧でのマウスの巧用は进|こ 
持ち込むとさは電源をお切り < ださい。病院など、垂波洽器の使用び禁止されている場所で本製品を使用しないで < ださい。 

本製品の荒する堂波により、医療爆器に影 S を巧ぼす恐きがあります。 

【レーザーセンサーについて】 

-マウス底面び6篇せ5れてし 1 るレーヴー光を直接見ると旧をなめる場合びありますのでごけてください。 

. センサー部分を巧したり、傷をつけたりしないで<ださい。 

-篇巧^部分を他の用をに使用しないで<ださい。 

【分巧や改造の禁止】 

本製品の分®.巧造、ご自巧での懷理は給巧に避けてぐださい。义がや感電、けび、巧居の原因となりまず。また、製品に対する保記び適用列となりまず。 

【巧巧お入の禁止】 

本製品に雨や水、ジュースなどの巧体をこぼさないで < ださい。また、汗ばんだ手や濡打た手で轴らないで < ださい。义巧や感電、巧障の原因になりまず。 


巧ご'機内に 


A 注意 

【快適に使用していただくために】 

コンピュータのマワスやトラックボー_)レ、キーボードを長 
場合によっては深刻な障害巧受けることがあ0まず。 
SetPoint のヘルプ t ンターまたはウェブサイト www.l 
ぜひお読みになつで、正しく快適にお怯し K ださし、。もし 
早めにき巧の医師などに巧訪ずることをおをめしまず。 

:の衝堅を加えち 

い。乂がや感電. 


ボードを長時間にわたって澡作し続けると、手首やお、首、背中などに負担がかかり、 


埋端 .1. 督韶思蟲里。み班锁戲盛り五化ラな障 


t などを感じるようになった場合は、 


還 I 臣離栽' 忍としたり、挺むなど I 

燥!居ついて； 



に豆かないでくだごし’ 
になる場戸斤 

:安定な場所 


.ないで < ださい。巧障の原因となりまず。 
U けがの原因にな0まず。 


、、振動するな， 

【お手入れについて】 

本製品の巧れびひどし化きには、乾いた柔5かい巧でないてくださし、。 
.■' -、ベンジン、アルコールなどの揮をせ I - - 


シンナー 


;の音い薬品ではふかないで < ださい。裝品をいためた D 、 変をさせるを〇がち口まず。 


カバンに入 n て持ちホくときは空想をお巧りくださし、。1 


壳くと.急速に里ミ也をミ肖青ずるので注意してください。 
■'舟こよって異なります。 

【国段冨華とまを巧】 

このホ学式お器は、 International Standard lEC 60S2S-1 : 呂〇〇 4, Class 1 Laser Product invisible に準视し、 

また 21CFR 1040.10 および 10 斗 0.1 1 に準拠しています。 

ただし、 2001 巧 7 ち 2 巨日付 Laser Notice Nr. 已〇にがった例列をなをまず。 

(1) 不可視が （ 赤巧撤を用いた平行ピーム出力 

间最大 716 マイク□ワット連病波おお,波長帯域 832 - 8 色己ナノメータ ー 


:この光学な徐器は、巧巧可能な巧巧部品を含みません。ここに記載されているち法かの詞整、操作等を行なラと、 
ことびあじまず。 


有のために】 

クラス1レーザー製品は、化ぎお器によるビーム巧お窝を含め、通常の操作を件では巧全です。 

む下の事頂をむびけてご巧用になることをおすすめいたしまず。 

(1) 他人の目に向けてホかおビームを向けないでください。 

(2) 適切な使巧びまま5なし vg 合や問題解ミ央がされなし合、常器の里源をお切りになり、□ジクールのカスタマーリレーションセンターにご連箱ください。 

(3) 廃ま時列は、製品を分巧しないでください。 

(4) 巧なや湿気、水分に製品をさらさないでくだごい。 

(5) 摂氏已度から 40 度の超囲を超えた気湿では、製品をご使用にならないでください。 

(巨）範囲を超えた気温に製品がさらされた場合、技器の耍おを切 D 、 節囲巧に気温び落ち這くまで製品をお使いにならないでください。 


♦参 ♦♦ 


620-002452.002 

























































































































